












1. v. fentanyl decreases the clearance of midazolam 
〈フヱンタニールの静脈内投与はミダゾラムのクリアランスを減少させる)






































ンスは対照群 (8.4mlmin • kg 1)に比べフエンタニール群 (5.9mlmi n l kg 1)では約30%減少し
排構半減期は対照群 (146min)に比べフエンタニール群 (217min)では50%延長した。これらのパラメー
ターには両群聞で有意差が認められた。
ミダゾラムとフエンタニールの代謝はともにCYP3Aによって行なわれるため， ミダゾラムの代謝がフ
エンタニールによって阻害を受け， ミダゾラムの体内からの排植が遅延したと考えられる。ミダゾラムと
フエンタニールを併用投与する際にはミダゾラムの薬物動態が変化して， ミダゾラム血中濃度が上昇し
呼吸抑制や覚醒遅延が生じる可能性がある。
以上のことから.本論文はミダゾラムとフエンタニールを併用投与した叫に，薬物相互作用が生じる司
能性を示唆したものであるc よって，本研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定さ
れた。
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